
琵
琶
湖
上
の
舟
運
に
関
す
る
一
切
の
管
理
権
を
、
一
特
定
の
寺

院
が
天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
に
掌
中
に
し
、
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）
五
月
ま
で
約
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
維
持
し
続
け
た
こ
と
は
、

我
が
国
の
寺
院
史
上
希
有
な
事
実
で
あ
っ
た
。

琵
琶
湖
上
の
舟
運
利
用
は
古
代
ま
で
遡
及
す
る
が
、
そ
れ
が
制

度
的
に
統
制
・
管
理
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
織
田
信
長
の
天
下

統
一
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
天
正
二
年
そ
れ
ま
で
湖
水

船
奉
行
（
以
下
船
奉
行
と
略
す
）
の
地
位
に
あ
っ
た
早
崎
平
蔵
を
罷

免
し
、
観
音
寺
第
七
世
慶
順
（
生
年
不
明
、
天
正
五
年
正
月
示
寂
）
に

そ
れ
を
移
管
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寺
院
の
船
奉
行
と
い
う
独
特
の

型
態
が
始
ま
っ
た
。

か
か
る
特
異
な
性
格
を
持
つ
観
音
寺
の
中
で
第
九
世
詮
舜
（
天

文
八
年
出
生
、
慶
長
五
年
二
月
示
寂
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
厚
遇
を
蒙
り

近
江
蔵
入
地
代
官
を
も
兼
任
し
、
山
門
再
興
に
尽
力
し
、
天
正
二

湖

0
年
（
一
五
九
二
）
に
始
ま
る
朝
鮮
出
兵
時
に
は
名
護
屋
に
在
陣

す
る
な
ど
、
後
世
の
観
音
寺
の
地
位
を
不
動
な
ら
し
め
た
。
本
稿

で
は
、
こ
の
詮
舜
を
中
心
に
し
て
船
奉
行
の
具
体
的
な
職
掌
と
観

音
寺
が
こ
れ
に
任
命
さ
れ
る
に
至
る
歴
史
的
背
景
等
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

な
お
、
観
音
寺
の
寺
観
及
び
詮
舜
の
行
業
等
に
つ
い
て
は
稿
を

②
 

改
め
た
い
。
豊
臣
政
権
の
蔵
入
地
支
配
の
問
題
で
は
既
に
岩
沢
悪

彦
氏
が
先
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
観
音
寺
の
蔵
入
地
支
配
に

③
 

つ
い
て
も
割
愛
す
る
。

琵
琶
湖
上
の
舟
運
を
支
配
し
た
船
奉
行
の
沿
革
に
つ
い
て
は
既

に
『
滋
賀
県
史
』
『
大
津
市
史
』
等
で
考
証
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
支
配
の
具
体
的
な
実
態
に
関
し
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
た
と
は
言

ー
芦
浦
観
音
寺
第
九
世
詮
舜
を
中
心
に
I

水

船

奉

1
}
,
r
 

み

1

藤

田

恒

春
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い
難
い
。
琵
琶
湖
の
舟
運
支
配
に
関
し
て
は
、
中
世
初
期
か
ら
延

暦
寺
・
三
井
寺
等
が
湖
岸
の
浦
々
に
関
を
設
け
、
関
銭
を
徴
収
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
琵
琶
湖
最
狭
部
に
位
置
す

る
堅
田
は
「
そ
の
地
在
住
の
諸
侍
特
権
を
有
し
、
早
く
南
北
朝
時

◎
 

代
か
ら
湖
上
権
を
掌
握
」
し
て
い
た
と
言
う
よ
う
に
、
特
に
山
門

が
衰
退
の
兆
候
を
見
せ
始
め
る
文
安
年
間
（
一
四
四
四
l
四
八
）
以

9

。

降
琵
琶
湖
の
湖
上
権
を
支
配
し
て
い

t

こ
こ
で
は
、
こ
の
湖
上
権
が
織
田
信
長
の
上
洛
以
後
の
天
下
統

一
過
程
の
中
で
後
退
さ
せ
ら
れ
、
織
田
政
権
の
流
通
支
配
策
の
も

と
で
再
編
さ
れ
、
船
奉
行
支
配
下
に
置
か
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
、

ま
ず
堅
田
の
湖
上
特
権
の
実
像
に
つ
い
て
簡
述
す
る
。

堅
田
が
そ
の
地
理
的
好
条
件
か
ら
「
渡
」
的
な
姿
を
見
せ
る
の

R
 

は
、
平
安
後
期
の
永
承
六
年

(
1
0五
一
）
「
結
解
注
進
」
に
「
堅

田
渡
酒
直
一
斗
五
升
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
降
っ
て
応
永

⑦
 

四
年
(
-
三
九
七
）
に
は
、
湖
北
菅
浦
と
「
海
上
相
論
」
を
繰
り
ひ

ろ
げ
、
永
正
十
七
年
(
-
五
二

0
)
~
~
沖
島
・
奥
島
を
「
可
為
直

務
代
官
職
」
と
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
戦
国
期
堅
田
ほ
「
海
賊
」

と
し
て
名
を
馳
せ
、
「
嘗
堅
田
湖
九
十
九
浦
知
行
＾
、
尼
前
力
浜

二
、
波
ヤ
ラ
イ
ノ
石
ヲ
長
々
ト
ッ
キ
出
ス
、
ナ
キ
サ
ニ
＾
ト
イ
ニ

サ
イ
カ
シ
ヲ
ウ
ヘ
タ
リ
、
上
下
ノ
船
二
海
賊
ヲ
カ
ク
ル
ナ
リ
、
浦

々
ノ
船
モ
ト
ヲ
リ
カ
子
テ
、
堅
田
ニ
ョ
キ
ニ
ン
ヲ
一
人
ツ
、
相
定

R
 

モ
テ
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
琵
琶
湖
の
舟
運
を
専
横
す
る
に
至

る
。
こ
の
こ
と
が
堅
田
の
湖
上
特
権
を
承
認
さ
せ
る
契
機
と
な

り
、
「
そ
の
結
果
生
じ
た
の
が
『
上
乗
り
権
』
と
も
言
う
べ
き
二

次
的
特
殊
権
益
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
上
乗
り
権
」
は
、
「
海
賊

ヲ
カ
ク
ル
」
行
為
を
避
け
る
た
め
に
、
航
行
す
る
船
が
堅
田
の
住

人
を
乗
り
込
ま
せ
、
そ
の
安
全
確
保
を
保
証
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
特
殊
な
権
益
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
堅
田
の
湖
上
特
権

は
、
右
の
「
上
乗
り
権
」
と
と
も
に
「
漁
業
権
」
「
関
務
権
」
「
運

送
権
」
の
四
つ
を
包
括
し
た
も
の
で
、
琵
琶
湖
上
の
一
切
の
権
利

を
総
称
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
堅
田
は
、
信
長
の
近
江
侵
攻
時
に

看
過
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
正
月
に
信

⑪
 

長
は
次
の
よ
う
な
「
定
書
」
を
下
し
て
い
る
。

定

堅

田

中

一
、
営
所
前
々
の
こ
と
く
相
違
有
へ
か
ら
さ
る
事

一
、
諸
浦
保
役
前
々
の
こ
と
く
可
令
納
所
事

一
、
諸
公
事
免
許
た
る
う
へ
は
、
借
銭
借
米
並
う
り
か
ひ
の

か
け
せ
ん
い
つ
れ
も
不
可
為
奔
破
事

一
、
所
々
に
こ
れ
あ
る
営
所
知
行
分
、
異
儀
有
へ
か
ら
さ
る

事

一
、
廻
船
に
非
分
申
か
く
る
や
か
ら
こ
れ
あ
ら
は
か
た
＜
可

申
付
、
井
他
所
に
を
ひ
て
対
嘗
所
質
か
な
ふ
へ
か
ら
さ

る
事

右
条
々
於
違
背
之
輩
者
、
可
加
成
敗
者
也
、
初
状
如
件

永
禄
十
二
年
正
月
十
九
日
信
長
（
朱
印
）

第
五
条
に
お
い
て
堅
田
の
舟
運
支
配
権
を
安
堵
し
、
全
体
と
し

て
堅
田
の
既
得
権
で
あ
る
湖
上
特
権
を
そ
の
ま
ま
安
堵
し
て
い

る
。
さ
ら
に
天
正
十
一
年
(
-
五
八
一
―
-
）
に
は
、
浅
野
長
吉
に
よ
り
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船
奉
行
と
観
音
寺
の
関
係
を
述
べ
る
前
に
、
船
奉
行
職
の
沿
革

「
於
諸
浦
荷
物
旅
人
諸
商
買
並
猟
す
な
取
之
事
」
「
嘗
津
船
夫
陣

夫
之
事
」
「
公
事
船
之
儀
、
我
々
折
紙
次
第
其
津
江
可
申
付
候
間
、

⑫
 

可
令
馳
走
、
従
嘗
津
之
廻
船
於
何
方
茂
召
仕
事
」
と
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
一
連
の
堅
田
の
湖
上
特
権
保
護
は
、
信
長
・
秀
吉
の
流
通
支

配
策
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
「
廻
船
」
の
自
由
を
保
障
す
る

代
償
と
し
て
要
請
次
第
に
船
を
出
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
堅
田
の
湖
上
特
権
は
、
天
正
十
五
年
(
-
五
八
七
）
に
秀
吉

の
「
大
津
百
艘
船
」
の
設
置
に
よ
り
喪
失
す
る
。
し
か
し
、
漁
業

に
お
け
る
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
保
有
し
、
「
諸
浦
の
親

郷
」
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
堅
田
の
湖
上
特
権
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
特
権
に
は

包
含
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
船
一
艘
ご
と
の
船
改
め
的
な
も

の
、
言
い
換
え
れ
ば
船
そ
の
も
の
に
対
す
る
管
理
権
が
あ
っ
た
か

否
か
の
問
題
が
あ
る
。
「
信
長
以
前
に
あ
っ
て
は
湖
上
取
締
の
任

に
当
る
も
の
全
く
な
し
と
断
じ
得
な
い
が
、
実
は
名
義
の
み
に
過

ぎ
ず
（
中
略
）
信
長
に
至
っ
て
始
め
て
湖
上
船
奉
行
な
る
職
名
を

⑬
 

見
る
事
が
出
来
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
湖
上
の
取
締

な
ど
は
船
奉
行
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
船
改
め
及
び
湖

上
取
締
等
の
湖
上
で
の
行
政
管
理
権
は
、
船
奉
行
の
設
置
、
と
り

わ
け
天
正
二
年
(

l

五
七
四
）
鍛
音
寺
慶
順
が
就
任
す
る
こ
と
に

よ
り
行
使
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
に
述
べ
て
行
く
。

に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に

必
ず
し
も
明
ら
か
で
ほ
な
い
。
「
大
津
百
艘
船
由
来
」
に
拠
れ
ば
、

天
文
十
四
年
(
-
五
四
五
）
に
船
奉
行
に
早
崎
平
蔵
、
船
改
め
に
速

水
江
助
を
任
命
し
た
こ
と
が
分
る
。
た
だ
、
こ
の
船
奉
行
を
設
置

し
た
の
は
、
．
「
江
州
湖
水
船
御
奉
行
之
次
第
」
に
拠
る
と
「
江
州

（
マ
マ
）

管
領
佐
々
木
義
賀
卿
ヨ
リ
附
之
」
と
あ
っ
て
、
守
護
六
角
（
佐
々
木
）

氏
の
領
国
経
営
の
一
機
関
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
委
細

は
不
明
で
あ
る
。

早
崎
平
蔵
の
後
を
受
け
て
就
任
す
る
の
が
既
述
の
観
音
寺
慶
順

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
故
天
正
二
年
に
観
音
寺
へ
移
管
さ
れ
た

の
か
、
或
い
ほ
織
田
信
長
に
よ
る
舟
運
支
配
の
統
制
上
か
ら
こ
の

任
免
が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
事
情
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
信
長
の
近
江
乎
定
に
と
も
な
っ
て
観
音

寺
が
船
奉
行
に
就
任
せ
し
め
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る

と
思
う
。

観
音
寺
が
船
奉
行
に
就
任
す
る
前
提
に
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
す

で
に
湖
上
舟
運
に
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
「
観
音
寺
由
緒
」
に
よ
る
と
、
第
四
世
清
俊
（
明
応
九
年

lo

月
示
寂
）
住
職
中
「
足
利
将
軍
時
代
ョ
リ
湖
水
管
船
ノ
事
ヲ
命
ゼ

ラ
レ
ク
ル
旨
ヲ
伝
フ
」
と
あ
り
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
一
l
-
)

足
利

義
政
に
よ
っ
て
寺
領
を
安
堵
さ
れ
、
明
応
七
年
(

l

四
九
八
）
に

守
護
六
角
氏
か
ら
日
吉
月
次
奉
幣
代
官
を
次
の
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ

⑭
 

て
い
る
。
（
マ
マ
）
芝
浦
観
音
寺
、
山
王
江
毎
月
為
御
代
官
参
詣
、
殊
坂
本
江
御
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諸
関
奉
行
中

同

志

那

渡

こ
れ
は
、
日
吉
山
王
奉
幣
の
た
め
湖
を
渡
る
た
め
の
過
書
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
が
観
音
寺
を
舟
運
に
関
係
せ
し
め
る
契
機
で
あ

っ
た
と
も
言
え
る
。
ま
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
第
六
世
秀
範

（
天
文
二

0
年
六
月
ニ
―
日
示
寂
）
が
足
利
義
政
に
仕
え
た
と
し

て
い
る
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、
既
に
十
五
世
紀
中
頃
に
湖
上
舟

運
に
関
係
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
が
史
料
的

に
確
認
で
き
る
の
は
、
年
号
は
欠
く
も
の
の
永
禄
五
年
(
-
五
六
二
）

⑮
 

以
降
の
も
の
で
あ
る
次
の
書
状
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

（
前
略
）
俯
雖
造
作
之
儀
候
、
大
津
二
甲
賀
之
鵜
飼
居
候
、

其
所
ー
ー
杉
板
預
置
候
、
其
方
迄
被
取
寄
候
者
、
可
為
祝
着
候
、

人
足
無
之
条
憑
入
侯
、
其
板
内
三
間
此
方
ま
て
被
持
候
者
、

猶
以
可
為
喜
悦
候
（
下
略
）

七

月

廿

三

日

承

禎

（

花

押

）

観
音
寺

蔵
浦

几
下

守
護
六
角
氏
か
ら
杉
板
の
回
漕
を
依
頼
さ
れ
た
事
実
は
ー
杉
板

と
言
う
性
格
上
、
輸
送
に
は
陸
路
よ
り
も
湖
上
舟
運
を
利
用
す
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
ー
観
音
寺
が
舟
運
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証

言
信
（
花
押
）

頼
安
（
花
押
）

用
所
被
仰
付
之
間
、
毎
度
以
此
御
過
書
、
無
其
煩
可
被
勘
過

由
也
、
初
執
達
如
件

明
応
七
年
八
月
廿
六
日

左
で
あ
る
と
言
え
る
。
が
、
こ
の
時
点
（
永
禄
年
間
）
に
お
い
て

は
、
三
浦
周
行
氏
が
「
其
管
掌
未
だ
湖
上
の
全
面
に
及
ば
ざ
り
し

⑮
 

か
と
思
は
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
湖
南
地
域
で
物
資

等
の
回
漕
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
豊
臣

政
権
下
に
あ
っ
て
ほ
む
し
ろ
物
資
輸
送
（
伏
見
城
米
・
兵
狼
米
）
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
「
国
内
各
地
よ
り
す
る
物
資
の

⑰
 

運
輸
を
総
轄
」
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

船
奉
行
の
舟
運
管
理
権
の
一
っ
と
し
て
右
の
諸
物
資
の
回
漕
管

理
が
あ
る
が
、
湖
上
舟
運
全
体
の
管
理
、
即
ち
船
一
艘
ご
と
の
掌

握
（
船
改
め
）
や
水
夫
及
び
航
路
等
の
管
理
に
つ
き
、
そ
の
規
定

が
明
確
と
な
る
の
ほ
、
天
正
十
九
年
(
-
五
九
一
）
に
発
給
さ
れ
た

秀
吉
朱
印
状
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
前
に
お
い
て
も
船
の
管

理
支
配
の
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
年
次
未
詳
卯
月
廿

⑱
 

六
日
付
の
竹
生
島
惣
中
宛
賢
珍
（
観
音
寺
第
八
世
）
書
状
に
は
「
然

者
御
寺
領
早
崎
浦
舟
数
帳
被
差
越
、
一
覧
申
候
、
役
儀
之
義
、
先

規
之
通
―
ー
可
有
御
座
候
」
と
あ
り
、
賢
珍
示
寂
が
天
正
十
七
年
ニ

月
一
日
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
れ
以
前
か
ら

船
奉
行
が
船
改
め
的
な
権
限
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
や
、
「
舟
数

帳
」
を
も
と
に
「
役
儀
」
を
賦
課
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
述
の
天
正
十
九
年
に
発
給
さ
れ
た
湖
上
舟
連
に
関
す
る
「
定

⑲
 

書
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

定

江

州

諸

浦

一
、
御
材
木
其
外
公
儀
御
用
之
船
儀
、
面
々
持
船
奉
行
申
付

次
第
可
出
之
、
か
り
船
―
―
て
役
儀
不
可
仕
之
井
か
こ
飯
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米
事
最
前
如
被
成
御
定
、
朝
妻
よ
り
大
津
迄
一
人
ー
ー
壱

升
五
合
宛
、
舟
木
よ
り
大
津
迄
一
人
―
-
―
升
弐
合
宛
可

（
マ
ご

下
行
事
、

一
、
船
奉
行
判
な
き
ふ
ね
有
之
は
、
其
船
主
可
為
曲
言
事

一
、
諸
浦
ひ
ら
た
ふ
ね
似
合
の
役
儀
可
申
付
事

一
、
於
諸
浦
廻
船
之
儀
、
旅
人
商
買
荷
物
先
次
第
―
—
可
相
績

之
事

一
、
い
つ
れ
の
浦
―
—
て
も
猟
す
な
と
り
近
年
可
為
如
有
来
之

事

右
条
々
於
違
背
之
族
者
、
可
被
成
御
成
敗
者
也

天

正

十

九

年

五

月

日

（

朱

印

）

こ
れ
に
よ
り
近
江
諸
浦
の
船
は
、
「
申
付
次
第
」
で
公
事
船
と

し
て
課
役
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
但
し
、
水
夫
飯
米
ほ
湖
北
朝
妻

と
大
津
間
を
規
準
に
し
て
支
給
さ
れ
る
（
第
一
条
）
。
全
て
の
船
ほ

船
奉
行
の
判
を
受
け
（
第
二
条
）
、
諦
船
は
そ
の
大
き
さ
に
応
じ
役

儀
を
勤
め
（
第
三
条
）
、
番
折
（
鑢
折
）
を
遵
守
し
（
第
四
条
）
、
漁

猟
生
産
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
従
来
ど
お
り
認
可
す
る
（
第

五
条
）
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
「
定
書
」
に
よ
り
、
船
奉
行
の
管
理
す
る
舟
運
支
配
へ
の

権
能
な
り
法
規
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
江
州

諸
浦
へ
出
さ
れ
た
も
の
で
、
豊
臣
政
権
の
新
た
な
国
内
流
通
統
制

の
一
環
と
し
て
の
諸
浦
法
度
（
船
所
有
者
に
対
す
る
経
済
的
身
分
制
的

固
定
化
を
目
指
し
た
も
の
と
把
握
で
き
る
）
で
あ
り
、
船
奉
行
が
直
接

的
に
関
係
す
る
湖
上
で
の
行
政
管
理
権
等
を
含
ん
で
は
い
な
い
の

で
あ
り
、
船
運
賃
の
徴
収
権
に
つ
い
て
も
留
保
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

前
年
に
小
田
原
の
北
条
氏
を
倒
し
国
内
乎
定
を
終
え
た
秀
吉

は
、
こ
の
年
に
は
統
一
的
な
全
国
検
地
を
開
始
し
、
八
月
に
兵
農

分
離
令
を
出
す
な
ど
豊
臣
政
権
の
画
期
的
な
国
内
統
治
策
を
展
開

す
る
中
に
あ
っ
て
、
一
月
に
諸
国
に
兵
船
を
造
ら
せ
、
九
月
に
朝

鮮
出
兵
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
の

「
定
書
」
は
、
同
年
に
近
江
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
検
地
と
な
ら

ん
で
湖
上
舟
運
の
掌
握
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
船

一
艘
ご
と
の
支
配
と
兵
農
分
離
令
に
基
づ
く
水
夫
の
独
立
化
ー
朝

鮮
出
兵
の
た
め
の
水
夫
徴
発
ー
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
横
杵
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

・
湖
上
舟
運
へ
の
さ
ら
に
詳
細
な
「
定
書
」
が
発
給
さ
れ
た
の
は

⑳
。

慶
長
三
年
(

l

五
九
八
）
で
あ
る
こ
れ
は
観
音
寺
へ
発
給
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
定
書
」
こ
そ
船
奉
行
の
舟
運
管
理
法

規
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

江

州

湖

上

往

還

之

船

定

条

々

・

一
、
往
還
之
舟
運
賃
之
事
、
五
拾
石
舟
壱
艘
ー
一
付
而
江
北
朝

妻
海
津
よ
り
大
津
迄
拾
八
里
之
分
、
銀
子
拾
六
匁
五
ふ

ん
宛
可
取
之
、
舟
大
小
雖
有
之
右
五
拾
石
舟
―
—
応
し
可

取
之
事

一
、
右
為
御
公
用
年
中
銀
子
七
百
枚
宛
可
致
運
上
事

一
、
御
蔵
米
、
栂
木
、
ま
た
板
御
材
木
、
其
外
公
事
船
之
儀
、

奉
行
切
手
次
第
浦
々
舟
番
折
に
し
て
可
出
之
事
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（朱印）
観
音
寺

湖
上
往
還
の
船
は
、
五
拾
石
船
を
規
準
に
し
て
湖
北
朝
妻
•
海

津
か
ら
大
津
ま
で
十
八
里
間
で
銀
十
六
匁
五
分
を
船
運
賃
と
し
て

徴
収
し
（
第
一
条
）
、
そ
の
代
償
に
公
用
と
し
て
観
音
寺
か
ら
一
年

に
銀
七
百
枚
を
納
め
（
第
二
条
）
、
公
用
に
は
船
奉
行
の
切
手
次
第

で
船
を
出
し
（
第
三
条
）
、
先
年
（
天
正
十
九
年
の
「
定
書
」
第
四
条
）

の
番
折
法
度
を
遵
守
し
（
第
四
条
）
、
毎
日
鯉
五
四
宛
を
献
上
物
と

し
て
納
め
る
（
第
五
条
）
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
船
運
賃
の
基
準
・

公
用
銀
・
公
事
船
・
番
折
法
度
の
規
定
は
、
船
奉
行
の
舟
運
管
理

権
を
明
確
な
ら
し
め
、
「
運
賃
の
標
準
を
示
し
て
、
奉
行
観
音
寺

R
 

に
受
負
制
を
取
ら
し
め
」
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
こ
の
「
定
書
」
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
脇
田
修
氏
は
、

「
代
官
と
し
て
仲
間
の
差
配
を
お
こ
な
っ
た
」
と
し
、
こ
れ
を
大

津
百
艘
船
仲
間
支
配
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
仲
間
か
ら
運
上
銀
を

鬱

徴
収
し
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
百
艘
船
仲
間
は
そ
の
設
置
要

因
及
び
そ
の
機
能
か
ら
し
て
船
奉
行
が
管
轄
し
た
湖
上
舟
運
に
関

係
が
あ
っ
た
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
津
百
艘
船

慶
長
―
―
一
年
六
月
十
八
日

一
、
先
年
以
御
朱
印
被
仰
出
候
浦
々
舟
と
も
お
り
法
度
之

儀
、
弥
不
可
有
相
違
事

一
、
御
さ
か
な
物
、
毎
日
鯉
五
ツ
宛
可
上
之
、
然
上
者
最
前

以
御
朱
印
被
仰
付
族
雖
有
之
不
可
取
之
事

右
条
々
被
定
置
詑
、
若
違
犯
族
有
之
者
、
速
可
被
如
御
成
敗

者
也

⑬
 

由
来
」
に
拠
れ
ば
、
「
秀
吉
公
天
正
十
五
亥
年
二
月
よ
り
京
伏
見

御
在
城
と
被
為
成
、
因
弦
御
軍
用
之
船
繁
、
殊
更
東
国
北
国
表
之

諸
大
名
様
方
御
往
来
に
付
、
営
所
船
少
に
而
は
御
通
用
難
相
勤
旨

御
下
知
を
以
、
営
津
御
城
主
浅
野
弾
正
少
弼
様
大
津
住
居
之
船
持

共
被
召
出
、
於
営
津
船
百
艘
持
立
可
申
段
被
仰
付
、
近
江
浦
々
船

持
共
相
集
め
、
逐
日
百
艘
に
都
合
之
旨
奉
取
上
候
」
と
言
い
、
大

津
・
坂
本
堅
田
・
木
浜
を
合
せ
百
艘
を
集
め
、
諸
役
を
免
除
し
て

湖
上
の
自
由
な
航
行
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
豊
臣
政

権
の
流
通
支
配
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
そ

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
軍
事
用
で
、
大
津
城
主
浅
野
長
吉
の
も
と

に
付
け
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
大
津
の
船
主
十

六
人
は
秀
吉
の
命
を
受
け
て
船
百
艘
（
所
謂
百
艘
船
な
り
）
を
備
へ

て
大
津
浦
よ
り
す
る
旅
客
・
貨
物
積
受
の
特
許
を
得
た
れ
ば
、
本

R
 

令
の
拘
束
は
受
け
ざ
り
し
な
る
べ
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
大

津
百
艘
船
仲
間
は
船
奉
行
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
浅
野

氏
に
直
属
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

右
の
「
定
書
」
に
基
づ
き
船
奉
行
観
音
寺
は
、
同
年
六
月
二
十

＠
 

七
日
に
さ
ら
に
詳
細
な
船
運
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

一
、
五
拾
石
舟
壱
艘
―
ー
付
而
銀
子
拾
六
匁
五
ふ
ん
宛
右
之
内

七
匁
御
運
上
、
九
匁
五
ふ
ん
舟
ち
ん

一
、
高
荷
壱
駄
―
ー
付
而
銀
子
弐
匁
壱
ふ
ん
宛
、
此
内
壱
匁
六

ふ
ん
御
運
上
、
六
ふ
ん
舟
ち
ん

一
、
塩
壱
駄
―
—
付
而
銀
子
五
ふ
ん
宛
、
此
内
弐
ふ
ん
弐
り
ん

御
運
上
、
弐
ふ
ん
八
り
ん
舟
ち
ん
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一
、
く
れ
木
ま
さ
板
材
木
井
竹
五
拾
石
舟
壱
艘
ー
ー
付
而
銀
子

拾
一
＿
＿
匁
宛
、
此
内
七
匁
御
運
上
、
六
匁
舟
ち
ん

一
、
衷
五
拾
石
舟
壱
艘
ー
ー
付
而
御
運
上
三
匁
五
ふ
ん
宛

一
、
灰
わ
り
木
黒
木
五
拾
石
舟
ー
ー
付
而
銀
子
四
匁
宛

一
、
人
舟
之
事
壱
人
ー
ー
付
而
御
運
上
分
壱
升
宛
之
事

一
、
打
下
ョ
リ
勢
田
迄
之
間
、
炭
薪
く
ろ
木
五
十
石
舟
―
ー
付

而
御
運
上
弐
匁
五
ふ
ん
宛
（
下
略
）

全
十
八
条
に
及
ぶ
こ
の
船
運
賃
規
定
は
、
「
往
還
之
船
定
条
々
」

の
第
一
条
に
基
づ
き
、
荷
物
別
に
明
細
を
定
め
た
も
の
で
、
そ
の

荷
物
壱
個
の
回
漕
費
は
運
上
銀
と
舟
賃
と
が
加
算
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
荷
物
別
の
た
め
必
ず
し
も
同
率
の
運
上
銀
が
加
算
さ
れ
た

と
は
言
い
え
な
い
が
、
全
体
的
に
言
っ
て
回
漕
費
に
占
め
る
運
上

銀
の
比
率
は
五

0
％
程
度
で
あ
る
。
船
奉
行
観
音
寺
が
船
運
賃
の

受
負
を
果
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
そ
の
史
料
に
言

う
船
運
賃
と
は
、
舟
運
本
来
の
運
賃
（
舟
賃
）
と
こ
れ
に
と
も
な

い
賦
課
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
船
税
（
御
運
上
）
を
加
算
し
た
上
で
決
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
運
上
銀

は
、
一
年
に
七
百
枚
を
船
奉
行
か
ら
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
徴
収
が
舟
運
量
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
多
い
場
合
に
ほ
船
運
賃
受
負
の
船
奉
行
の
も
と
に

剰
余
が
取
得
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

観
音
寺
は
、
織
田
信
長
に
よ
る
延
暦
寺
焼
打
ち
の
結
果
寺
領
を

失
っ
た
山
門
に
対
し
、
「
山
門
領
御
寄
附
無
之
内
は
、
観
音
寺
よ

R
 

り
堪
忍
領
遣
し
扶
助
仕
置
」
い
た
と
言
い
、
そ
の
扶
助
ほ
慶
長
元

年
（
一
五
九
六
）
秀
吉
に
よ
り
山
門
寺
領
一
五
六

0
石
余
が
寄
進

さ
れ
る
ま
で
の
間
つ
づ
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
日
吉
二
宮
社

再
興
で
も
私
財
を
醸
金
し
た
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
寺
領

わ
ず
か
四
七

0
石
の
観
音
寺
に
は
不
可
能
に
近
く
、
そ
こ
に
は
当

然
寺
領
以
外
か
ら
恒
常
的
な
収
益
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ

る
。
船
運
賃
受
負
か
ら
生
ず
る
剰
余
が
、
そ
の
財
源
の
一
っ
と
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
観
音
寺
は
、
既
に
天
正
十
三
年
（
一

五
八
五
）
頃
か
ら
近
江
蔵
入
地
代
官
を
兼
帯
し
て
い
る
。
畳
臣
政

権
の
蔵
入
地
支
配
の
特
徴
と
し
て
初
期
に
は
在
地
土
豪
・
豪
商
或

い
は
寺
院
等
へ
徴
税
を
受
負
わ
せ
て
お
り
、
そ
の
徴
税
制
度
が
定

請
高
制
を
実
施
し
て
い
る
湯
合
は
「
定
請
高
が
金
子
で
設
定
さ
れ

て
い
る
か
、
或
は
金
子
納
入
が
許
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
米
価
と

金
相
湯
の
変
動
の
如
何
に
よ
っ
て
、
徴
税
請
負
人
の
個
人
的
な
剰

＠
 

余
取
得
の
可
能
性
が
大
き
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
観
音
寺
の
場
合
に
も
、
同
寺
文
書
中
に
散
見
す
る
金
子
請
取
状

に
よ
っ
て
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
船
運
賃
に
対

す
る
「
定
書
」
が
後
年
に
な
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天

正
年
間
に
あ
っ
て
果
し
て
船
奉
行
が
運
上
銀
を
徴
収
し
え
た
か
ど

う
か
は
速
断
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

船
奉
行
兼
蔵
入
地
代
官
と
し
て
の
観
音
寺
詮
舜
の
事
績
が
最
も

明
ら
か
と
な
る
の
が
次
に
述
べ
る
朝
鮮
出
兵
時
に
お
い
て
で
あ

り
、
水
夫
の
徴
発
及
び
兵
娘
米
輸
送
等
に
、
そ
の
特
務
を
発
揮
す

る。
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正
月
＿
―
-
日

長
大
正
家
（
花
押
）

長
盛
（
花
押
）

増
右

文
禄
・
慶
長
の
役
に
観
音
寺
が
豊
臣
政
権
内
の
一
吏
僚
と
し
て

従
軍
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
秀
吉
は
、
天
正
二
十
年
正
月

五
日
に
朝
鮮
出
兵
の
た
め
諸
将
に
出
陣
を
命
ず
る
が
、
こ
れ
に
先

立
っ
て
近
江
で
は
三
日
に
渡
海
の
た
め
の
水
夫
を
徴
発
す
べ
く

g
。

「
加
子
改
」
を
次
の
よ
う
に
実
施
し

t
船
奉
行
が
水
夫
を
も
支

配
し
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
は
、
こ
の
「
加
子
改
」
以
前
に
は
史
料
上
ほ
と
ん
ど
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
仮
に
臨
戦
体
制

の
た
め
の
暫
定
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
船
奉
行
が
水
夫

を
支
配
し
た
こ
と
は
明
ら
か
と
な
る
。

覚

一
、
江
州
浦
の
加
子
上
中
下
相
改
め
ら
れ
五
分
一
召
出
さ
れ

候
事

一
、
右
の
五
分
の
一
召
出
さ
れ
候
加
子
の
妻
子
に
二
人
扶

持
、
同
召
出
さ
れ
候
其
身
に
御
陣
に
て
二
人
扶
持
下
さ

る
べ
き
事

一
、
配
嘗
事
上
の
加
上
子
は
十
石
、

宛
可
被
下
事

以
上

中
は
八
石
、
下
は
六
石

観

音

寺

殿

石
川
久
五
郎
殿

早
川
主
馬
殿

江
州
浦
の
加
子
の
等
級
を
定
め
全
体
の
五
分
の
一
を
徴
発
し
、

そ
の
本
人
に
は
陣
中
で
二
人
扶
持
、
妻
子
に
も
二
人
扶
持
を
給
与

す
る
こ
と
、
ま
た
配
当
と
し
て
上
の
加
子
に
一

0
石
、
中
に
八

石
、
下
に
は
六
石
宛
給
与
す
る
こ
と
を
観
音
寺
ほ
か
二
名
の
船
奉

R

R

 

行
に
命
じ
て
い
る
。
か
く
て
大
津
で
は
一
二
十
五
人
、
長
浜
で
十
六

R
 

人
、
神
崎
郡
山
路
村
で
一
人
、
同
福
堂
で
は
二
人
七
分
が
徴
発
さ

れ
、
そ
の
他
の
浦
々
か
ら
も
多
数
の
加
子
が
徴
発
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
「
江
州
囀
碑
細
内
井
堅
田

◎
 

御
蔵
入
算
用
状
之
事
」
に
は

一
、
拾
五
石
七
斗
三
升

江
州
浦
加
子
百
廿
九
人
高
麗
へ
被

連
廿
日
分
飯
米
、
京
升
拾
弐
石
九

斗
、
一
日
一
人
＿
＿
五
合
宛

と
あ
っ
て
近
江
か
ら
は
ー
ニ
九
人
の
加
子
が
徴
発
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
豊
臣
政
権
の
統
一
軍
役
は
、
近
江
の
場
合
は
一

0
0

石
に
つ
き
四
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
右
の
「
加
子
百
廿
九
人
」
は
か

な
り
少
な
く
、
湖
辺
の
村
々
に
対
し
て
の
み
課
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
の
朝
鮮
出
兵
に
お
い
て
水
軍
の
編
成

に
は
、
水
夫
の
徴
発
の
み
な
ら
ず
、
船
そ
の
も
の
を
徴
発
し
た
例

R
 

が
越
前
に
は
あ
る
。

観
音
寺
は
、
水
夫
の
徴
発
と
と
も
に
、
兵
狼
米
輸
送
を
担
当
す

る
。
秀
吉
は
、
天
正
二
十
年
二
月
に
近
江
蔵
入
地
の
米
一
二
万
二
千
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⑲
 

石
を
次
の
よ
う
に
大
津
へ
回
漕
せ
し
め
て
い
る
。

大
津
可
相
届
米
の
事

一
、
一
万
二
千
石
先
代
官
か
す
屋
内
膳
坂
田
米

前
分

一
、
一
万
石
先
代
官
増
田
右
衛
門
尉
上
甲
賀
米

井
中
務
少
輔
手
前
分
．

一

、

一

万

石

同

神

崎

米

同

右
の
分
手
寄
の
船
共
へ
申
付
早
速
大
津
へ
相
届
く
べ
き
も
の

也
二
月
六
日

天
正
二
十
年
正
月
二
十
七
日
に
は
渡
海
の
準
備
と
し
て

観
音
寺

こ
の
蔵
入
地
米
の
回
漕
は
、
観
音
寺
が
預
る
蔵
入
地
の
も
の
で

な
い
か
ら
、
輸
送
面
に
お
い
て
舟
運
を
支
配
す
る
観
音
寺
が
他
の

代
官
支
配
地
の
米
を
も
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
十
二
月

に
豊
臣
秀
次
は
、
坂
田
郡
米
四
千
石
を
大
津
の
富
田
喜
太
郎
方
へ

R
 

回
漕
せ
し
め
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
閏
九
月
二
十
日
に
近
江
中

R

、

@

‘

郡
か
ら
二

0
0石
同
二
十
三
日
に
二
二

0
石
十
月
十
三
日
に

千
石
、
同
十
九
日
に
二
千
石
、
そ
し
て
十
一
月
七
日
に
近
江
北
郡

⑩
 

の
蔵
米
千
石
を
そ
れ
ぞ
れ
大
津
へ
回
漕
せ
し
め
て
い
る
。
か
か
る

蔵
米
輸
送
は
、
朝
鮮
出
兵
の
一
兵
姑
を
担
っ
た
こ
と
と
し
て
重
要

で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
臨
戦
体
制
の
中
で
船
奉
行
観
音
寺
詮
舜

は
、
自
ら
名
護
屋
に
赴
き
兵
狼
米
確
保
に
尽
力
す
る
こ
と
と
な
っ

こ。t
 一方、

（朱印）

駒

益
庵
手

＠
 

「
海
路
諸
法
度
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
「
法
度
」
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
が
、
全
十
九
条
の
う
ち

第
七
条
の
条
文
は
河
川
航
路
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

琵
琶
湖
の
舟
運
、
と
り
わ
け
兵
粗
米
の
輸
送
に
適
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
、
川
ノ
内
ニ
テ
上
リ
船
下
リ
船
ノ
時
ハ
、
下
リ
船
ョ
リ
ヨ

ケ
候
テ
、
上
リ
船
ニ
カ
マ
ハ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
可
仕
事
、
但

上
リ
船
二
下
リ
船
ア
ク
リ
、
上
リ
船
ソ
コ
ネ
候
＾
下
リ

船
ノ
モ
ノ
可
為
越
度
事
、
下
リ
船
ソ
コ
ネ
候
ト
モ
、
其

船
頭
可
為
損
事

こ
れ
で
は
上
り
船
に
優
先
権
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、

琵
琶
湖
舟
運
の
場
合
は
湖
北
か
ら
湖
南
大
津
へ
行
く
船
を
上
り
船

と
呼
称
す
る
こ
と
か
ら
、
兵
親
米
等
の
安
全
輸
送
を
考
慮
し
た
上

で
規
制
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
船
奉
行
の
水
夫
支
配
を
文
禄
・
慶
長
の
役
に
そ
の
例
を

求
め
て
述
べ
た
が
、
か
か
る
臨
戦
体
制
時
以
外
に
お
い
て
の
そ
れ

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
委
細
不
明
で
あ
る
。
天
正
十
九

年
（
一
五
九
一
）
の
全
国
的
な
検
地
・
身
分
令
・
人
掃
帳
の
作
成

は
、
水
夫
の
掌
握
を
も
確
実
に
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
定

で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
翌
年
の
朝
鮮
出
兵
に
琵
琶
湖
の
水
夫
を
も
徴

発
す
る
こ
と
が
で
き
え
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
水
夫
の
身
分
的

経
済
的
諸
側
面
に
わ
た
る
支
配
に
つ
い
て
は
、
湖
上
舟
運
の
特
権

を
与
え
ら
れ
た
「
大
津
百
艘
船
仲
間
」
の
機
構
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
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観
音
寺
が
船
奉
行
に
就
任
し
た
経
緯
は
、
二
で
少
し
触
れ
た
が
、

こ
こ
で
改
め
て
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

永
禄
十
一
年
(
-
五
六
八
）
九
月
二
十
六
日
に
上
洛
を
果
す
信

長
は
、
そ
の
前
日
に
志
那
渡
を
通
過
す
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
六
月

に
、
観
音
寺
が
寺
領
を
安
堵
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時

期
に
信
長
と
観
音
寺
と
の
間
で
何
ら
か
の
折
衝
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
志
那
浦
を
中
心
に
湖
上
の
水
運
権
を
握
っ

て
い
た
観
音
寺
と
款
を
通
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
京
を
容
易
に
し

⑫
 

よ
う
と
秘
か
に
計
画
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
」
と
説
明
さ

れ
る
よ
う
に
、
志
那
渡
の
支
配
を
媒
介
と
し
て
観
音
寺
ほ
信
長
に

よ
り
掌
握
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
信
長

が
上
洛
す
る
た
め
に
は
近
江
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
近
江

の
状
況
は
「
至
当
国
被
移
御
座
、
入
洛
之
儀
被
仰
出
候
之
処
、
則

⑬
 

信
長
可
供
奉
旨
候
、
雖
然
江
州
依
難
叶
通
路
」
と
信
長
自
身
を
し

て
言
わ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
通
路
の
確
保
は
緊
急
事
で
あ
っ

た
。
八
月
に
は
信
長
は
甲
賀
諸
侍
中
と
款
を
結
び
、
ま
た
六
角
氏

へ
の
武
力
攻
略
を
も
っ
て
上
洛
へ
の
通
路
を
開
く
。
九
月
に
は
沖

＠
 

嶋
に
禁
制
を
出
し
、
「
廻
船
令
違
乱
之
事
」
を
命
じ
て
い
る
。

沖
嶋
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
元
亀
三
年
(
-
五
七
二
）
に
は
次
の

四

る
。
船
奉
行
が
管
理
す
る
と
こ
ろ
の
舟
運
に
携
わ
る
水
夫
と
右
の

百
艘
船
仲
間
の
水
夫
と
を
一
体
に
看
傲
し
う
る
の
か
ど
う
か
若
干

の
疑
問
も
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
置
く
。

⑮
 

よ
う
な
早
船
の
用
意
を
命
じ
て
い
る
。

今
度
北
郡
へ
可
出
馬
候
、
其
付
以
早
船
敵
地
之
浦
々
可
放
火

候
、
早
船
一
二
艘
被
馳
走
、
自
身
乗
候
て
、
林
与
二
左
衛
門
尉

井
堅
田
衆
相
談
、
可
有
行
候
、
此
刻
別
而
可
被
入
精
事
、
可

為

忠

節

候

、

恐

々

謹

言

．

六

月

廿

七

日

・

信

長

（

朱

印

）

沖
嶋
惣
中

こ
れ
は
浅
井
氏
攻
撃
の
た
め
に
早
船
を
も
っ
て
浅
井
氏
領
の
浦

々
に
放
火
す
る
こ
と
の
協
力
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

『
信
長
公
記
』
天
正
元
年
(
-
五
七
―
―
-
）
五
月
二
十
二
日
条
に
も
大

船
の
建
造
を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
信
長
の
上
洛
工
作
及

び
そ
の
後
の
天
下
統
一
事
業
の
中
で
湖
上
舟
運
が
、
殊
に
軍
事
目

的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
事
実
は
、
早
く
か
ら
湖
上
舟
運
に
関
係

し
た
観
音
寺
を
織
田
政
権
の
末
端
機
構
と
し
て
掌
握
せ
ね
ば
な
ら

な
い
不
可
欠
な
政
治
的
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

か
か
る
認
識
の
も
と
に
先
の
観
音
寺
の
寺
領
安
堵
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

元
亀
元
年
の
六
角
氏
と
の
抗
争
に
観
音
寺
は
織
田
方
と
し
て
参

画
す
る
。
六
月
四
日
の
野
洲
川
原
の
戦
い
で
六
角
承
禎
は
敗
れ
た

も
の
の
、
浅
井
•
朝
倉
を
侍
み
抵
抗
を
続
け
、
十
一
月
二
十
一
日

に
つ
い
に
信
長
に
降
っ
た
。
こ
の
一
連
の
抗
争
の
中
で
観
音
寺

ほ
し
か

は
、
六
角
氏
に
与
し
た
欲
賀
氏
攻
略
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
情
報

⑯
 

探
索
を
依
頼
さ
れ
る
。
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欲
賀
鏃
御
調
略
子
細
在
之
由
尤
候
ぶ
＾
手
次
第
人
数
可
進
候
)

〔
子
細
力
u

夕
新
五
郎
―
＿

□口
御
返
事
候
、
其
元
様
子
被
聞
召
合
、
守
山

ヘ
可
有
御
注
進
候
、
不
可
有
御
油
断
候
、
恐
々
謹
言

九

月

四

日

信

盛

（

花

押

）

観
御
返
報

同
二
年
（
一
五
七
一
）
八
月
二
日
付
明
智
光
秀
書
状
に
「
誠
毎
度

＠
 

御
無
心
之
儀
―
ー
候
へ
共
、
其
元
無
案
内
之
儀
―
—
而
頼
入
候
」
と
、

信
長
の
出
陣
を
報
じ
、
そ
の
援
助
を
求
め
て
お
り
、
年
次
未
詳
十

二
月
六
日
付
佐
久
間
信
盛
書
状
に
は
観
音
寺
が
信
長
の
馬
を
預
っ

て
い
る
こ
と
が
見
え
、
三
月
十
二
日
付
書
状
に
は
「
乍
御
造
作
其

⑱
 

方
―
—
泊
可
申
候
」
と
、
か
な
り
緊
密
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
織
田
氏
が
直
面
す
る
政
治
的
課
題

の
克
服
に
は
、
ま
ず
在
地
の
諸
勢
力
を
掃
蕩
す
る
と
と
も
に
、
一

方
で
は
有
力
寺
院
・
豪
農
商
•
在
地
土
豪
等
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
征
服
地
に
お
け
る
織
田
政
権
の
基
本
路
線
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

か
つ
て
信
長
は
、
足
利
義
昭
に
堺
・
大
津
・
草
津
を
代
官
地
と

し
て
望
ん
だ
と
言
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
草
津
は
古
く
か
ら
交
通
の

要
衝
地
と
知
ら
れ
、
芦
浦
観
音
寺
と
も
近
接
し
て
い
る
。
観
音
寺

は
、
か
か
る
地
域
に
あ
っ
て
近
江
の
諸
状
勢
を
的
確
に
握
ん
で
い

た
と
考
え
ら
れ
、
ま
し
て
湖
上
舟
運
に
関
係
し
て
い
た
と
あ
れ
ば

信
長
の
も
と
に
糾
合
さ
れ
る
の
は
不
可
避
的
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

期
待
に
応
え
全
面
的
に
協
力
体
制
を
保
っ
た
か
ら
こ
そ
天
正
二
年

(

l

五
七
四
）
に
船
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

初
代
船
奉
行
で
あ
っ
た
早
崎
平
蔵
罷
免
の
理
由
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
は
な
く
、
「
江
州
湖
水
船
奉
行
次
第
」
に
拠
れ
ば
、
「
船

御
奉
行
、
信
長
公
ョ
リ
御
役
被
召
上
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま

た
、
早
崎
平
蔵
に
つ
い
て
も
委
細
は
不
明
で
、
『
戦
国
人
名
辞
典
』

に
は
秀
吉
馬
廻
と
あ
る
。
が
、
天
正
十
一
年
(
-
五
八
三
）
五
月
二

十
五
日
付
長
命
寺
宛
書
状
に
よ
っ
て
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き

⑲
 
る。

嘗
寺
之
事
、
秀
吉
様
為
御
祈
薦
諸
役
被
成
御
免
除
候
、
向
後

平
駄
＿
一
不
可
有
船
役
候
、
恐
憧
謹
言

天

正

十

一

年

早

崎

平

―

―

―

五

月

廿

五

日

家

久

（

花

押

）

長
命
寺
御
房
中

こ
れ
に
拠
れ
ば
早
崎
平
―
―
―
は
船
奉
行
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
地
位

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
、
彼
が
湖
北
浅
井
郡
早
崎
の
出

自
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
琵
琶
湖
北
部
に
関
し
て
ほ
早
崎
が
分
担
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
天
正
二
年

に
観
音
寺
が
船
奉
行
に
就
任
し
た
の
は
、
前
年
に
事
実
上
室
町
幕

府
が
減
亡
し
た
こ
と
、
浅
井
氏
を
減
亡
さ
せ
た
こ
と
な
ど
か
ら
織

田
政
権
の
統
一
的
封
建
権
力
と
し
て
第
二
期
に
入
っ
た
こ
と
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
同
八
年
（
一
五
八
0
)
十
一
月
に
は

「
寺
領
分
蔵
浦
在
所
一
色
斗
代
参
百
石
余
事
無
異
儀
申
付
候
屹
、
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船
奉
行
兼
近
江
蔵
入
地
代
官
で
あ
っ
た
観
音
寺
第
九
世
詮
舜
の

事
蹟
に
つ
い
て
は
、
三
の
朝
鮮
出
兵
の
問
題
で
触
れ
た
と
お
り
で

あ
る
ほ
か
に
、
山
門
再
興
の
過
程
で
秀
吉
に
接
近
し
、
天
正
十
七

年
（
一
五
八
九
）
の
方
広
寺
大
仏
開
眼
供
養
を
目
前
に
し
て
起
っ

た
一
事
を
見
れ
ば
、
詮
舜
の
実
力
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
天
台
座
主
尊
朝
法
親
王
か
ら
詮
舜
に
宛
て
次
の
よ
う
に
依
頼

R
 

し
て
い
る
。

其
後
者
不
能
面
謁
、
積
鬱
之
至
候
、
俯
就
今
度
大
仏
斎
会
供

養
之
儀
、
当
宗
座
次
之
事
先
日
民
部
卿
法
印
へ
以
事
書
従
山

門
及
訴
訟
候
間
、
従
三
門
跡
相
副
使
者
申
理
候
、
子
今
無
一

途
候
、
既
出
仕
明
日
之
儀
候
、
急
度
済
候
様
む
つ
か
し
な
か

ら
調
法
肝
要
候
、
種
々
馳
走
之
由
先
以
令
祝
着
候
、
雖
不
及

五

R
 

如
嘗
知
行
可
進
退
以
下
志
那
渡
船
如
有
来
可
存
知
候
也
」
と
、
寺

領――

1
0
0石
余
と
志
那
渡
船
の
支
配
を
「
如
有
来
」
＜
安
堵
さ

れ
、
同
十
一
年
八
月
に
は
秀
吉
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
事
由
か
ら
湖
上
舟
運
は
、
軍
事
戦
略
上
重
要
か
つ
緊
急

性
を
お
ぴ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
り
、
こ
の
こ
と
は
取
り
も

直
さ
ず
湖
上
舟
運
を
支
配
す
る
機
関
が
当
然
に
要
求
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
観
音
寺
が
既
得
権
の
安
堵
と
し
て
、
或
い
は
元

亀
年
間
の
近
江
平
定
策
へ
の
奉
仕
に
対
す
る
恩
賞
的
な
意
味
合
か

ら
、
船
奉
行
に
任
命
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
る
わ
け
で
あ

る。

書
中
儀
候
、
如
此
候
、
霊
山
者
王
舎
城
之
艮
、
天
台
山
者
長

o
g
 

安
城
之
丑
力
、
叡
山
者
平
安
城
之
東
北
、
三
国
相
応
之
約
束
、

鎮
護
国
家
之
道
湯
、
限
吾
山
事
、
古
来
無
其
隠
候
、
此
段
民

法
へ
可
然
様
伝
談
肝
要
之
事
候
、
猶
期
面
談
之
次
第
也

十

月

廿

日

（

花

押

）

観
音
寺

こ
れ
は
、
十
月
二
十
五
日
の
大
仏
開
眼
供
養
の
時
の
座
次
問
題

で
、
方
広
寺
建
立
に
尽
力
し
た
の
が
高
野
山
の
木
食
上
人
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
天
台
宗
が
真
言
宗
の
下
に
座
わ
る
こ
と
と
な
り
、
天

台
宗
の
面
目
上
山
門
か
ら
京
都
の
奉
行
前
田
玄
以
に
訴
え
て
い
た

が
、
何
の
連
絡
も
受
け
な
い
ま
ま
に
期
日
一
日
前
に
な
り
詮
舜
に

尽
力
を
依
頼
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
詮
舜
が
豊

臣
政
権
の
一
吏
僚
と
し
て
相
当
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
船
奉
行
の
そ
の
後
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
船
奉

行
の
機
能
は
、
豊
臣
政
権
崩
壊
後
も
徳
川
氏
に
よ
り
継
承
さ
れ
、

慶
長
六
年
（
一
六
0
-
）
に
は
初
め
て
近
江
諸
浦
の
船
数
を
調
査

し
て
お
り
、
湖
上
舟
運
の
全
面
的
な
管
理
を
実
施
す
る
。

元
和
儘
武
ま
で
の
湖
上
舟
運
の
特
徴
は
、
軍
事
目
的
が
先
行
し

て
お
り
、
兵
粗
米
の
輸
送
が
主
眼
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
そ
の
後
は
北
陸
及
び
東
国
の
領
主
米
等
の
大
坂
へ
の
輸

送
航
路
と
し
て
発
展
す
る
。
そ
れ
に
伴
う
船
同
志
の
衝
突
の
事
故

．
に
船
奉
行
が
如
何
に
対
処
し
た
か
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
商
品
流

通
路
と
し
て
の
湖
上
舟
運
の
保
全
に
従
事
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
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当
然
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
船
奉
行
の
職
能
と

し
て
漁
業
の
管
理
・
浦
年
貢
の
収
奪
（
例
え
ば
衷
年
貢
・
真
薦
年
貢

．
臥
年
貢
な
ど
）
等
の
諸
側
面
を
如
何
に
捉
え
て
行
く
べ
き
か
船

奉
行
の
研
究
に
一
つ
の
課
題
を
残
す
ま
ま
と
な
っ
た
が
、
少
な
く

と
も
船
奉
行
の
設
置
要
因
が
軍
事
目
的
か
ら
流
通
路
支
配
へ
と
転

化
し
て
行
く
過
程
に
、
織
田
・
豊
臣
そ
し
て
徳
川
政
権
の
統
一
的

封
建
権
力
の
湖
上
舟
運
掌
握
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

注①
船
奉
行
の
呼
称
に
関
し
て
「
大
津
百
艘
船
由
来
」
（
『
大
津
市
史
』

．
．
．
．
．
．
 

三
巻
）
に
は
「
湖
上
船
御
奉
行
」
と
あ
り
、
天
明
六
年
七
月
の
「
早
崎

村
申
上
状
案
」
（
『
東
浅
井
郡
志
』
四
）
に
も
「
天
文
年
中
湖
上
舟
奉
行

早
崎
乎
蔵
様
」
と
あ
る
が
、
寛
文
五
年
一

0
月
一
八
日
付
の
京
都
町
奉

．
．
．
．
．
．
．
 

行
宛
「
覚
」
（
観
音
寺
文
書
）
に
は
「
江
州
湖
水
舷
奉
行
」
と
あ
り
、

ま
た
「
江
州
湖
水
舷
奉
行
次
第
」
（
同
上
）
と
言
う
史
料
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
稿
で
は
湖
水
船
奉
行
と
す
る
。
た
だ
、
前
者
は
近
世
以
前
に

用
い
ら
れ
、
後
者
が
江
戸
時
代
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
お
の
ず
と
そ

の
職
掌
に
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

②
詮
舜
は
、
天
文
八
年
(
-
五
一
二
九
）
に
生
れ
、
同
二
二
年
山
門
西
塔

正
教
坊
詮
運
阿
閤
梨
に
つ
い
て
出
家
し
、
元
亀
二
年
(
-
五
七
一
）
織

田
信
長
の
比
叡
山
焼
打
ち
の
際
、
災
禍
を
逃
れ
観
音
寺
に
入
る
。
天
正

―
一
年
(
-
五
八
三
）
か
ら
慶
長
初
年
に
わ
た
り
山
門
再
興
に
尽
力

し
、
こ
の
間
天
正
一
七
年
に
第
九
世
観
音
寺
住
職
と
な
る
。
朝
鮮
出
兵

・
伏
見
城
築
城
に
も
尽
力
し
、
同
l

八
年
に
ほ
検
地
奉
行
（
『
今
堀
日

吉
神
社
文
書
』
）
を
も
勤
め
、
慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)
二
月
一
九
日

（
観
音
寺
文
書
「
葦
浦
観
音
寺
第
八
世
詮
舜
阿
闊
梨
行
業

示
寂
す
る
。

略
記
」
）

③
岩
沢
悪
彦
「
山
城
・
近
江
に
お
け
る
豊
臣
氏
の
蔵
入
地
に
つ
い
て
」

（
『
歴
史
学
研
究
』
二
八
八
号
）
、
山
口
啓
二
「
豊
臣
政
権
の
成
立
と
領

主
経
済
の
構
造
」
（
『
日
本
経
済
史
大
系
』

3
所
収
）
。
な
お
、
山
口
啓

二
氏
は
右
の
中
で
観
音
寺
を
「
庄
園
管
理
を
通
じ
て
湖
上
舟
運
の
特
権

を
も
ち
、
織
田
政
権
の
近
江
制
圧
と
結
ん
で
湖
上
支
配
権
を
拡
大
し
て

い
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
庄
園
管
理
云
々
に
つ
い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
事
実
は
見
当
ら
な
い
。

④
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
ニ
―
七
頁

⑤
今
谷
明
『
戦
国
期
の
室
町
幕
府
』
八
五
頁
以
下

⑥
『
平
安
遺
文
』
六
八
七
号

⑦
『
菅
浦
共
有
文
書
』

⑧
小
番
城
共
有
文
書
（
『
江
州
堅
田
漁
業
史
料
』
）

⑨
「
本
福
寺
跡
書
」
（
『
真
宗
全
書
』
六
四
）

⑩
新
行
紀
一
「
中
世
堅
田
の
湖
上
特
権
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学
研
究
』

三
四
九
号
）

⑪
奥
野
高
広
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
所
収
一
四
三
号

⑫
堅
田
旧
郷
士
共
有
文
書
（
『
滋
賀
県
史
』
五
巻
）

⑬
『
大
津
市
史
』
中
巻
三
二
八
頁

⑭
観
音
寺
文
書

⑮
同
右
。
六
角
義
賢
は
永
禄
五
年
四
月
一
八
日
か
ら
「
承
禎
」
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑯
⑰
三
浦
周
行
「
観
音
寺
文
書
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
の
研
究
』
所
収
）

⑱
竹
生
島
文
書
（
『
東
浅
井
郡
志
』
四
巻
）

⑲
居
初
文
書
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⑳
観
音
寺
文
書

⑳
『
薇
賀
県
史
』
第
二
巻
四
五
七
頁

⑫
脇
田
修
『
近
世
封
建
制
成
立
史
論
』
一
四
五
頁

⑳
『
大
津
市
史
』
三
巻

⑳
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
四
五
七
頁

⑮
居
初
文
書

⑳
観
音
寺
文
書

⑰
朝
尾
直
弘
「
織
豊
期
の
畿
内
代
官
」
（
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国

史
論
集
』
所
収
）

⑳
木
村
家
文
書
。
宛
名
人
の
う
ち
早
川
主
馬
は
、
朝
鮮
出
兵
時
に
は

「
高
麗
舟
奉
行
」
に
就
任
し
て
い
る
（
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第

八
毛
利
家
文
書
三
八
八
六
、
天
正
廿
年
三
月
十
三
日
「
高
麗
渡
海
陣
立

書
」
）
。
な
お
、
三
鬼
清
一
郎
「
朝
鮮
役
に
お
け
る
軍
役
体
系
に
つ
い
て
」

（
『
史
学
雑
誌
』
七
五
編
二
号
）
参
照
。

⑳

同

右

⑳
南
部
晋
氏
所
蔵
文
書

R
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
四
四
三
頁

R
楓
音
寺
文
書

R
文
禄
二
年
二
月
九
日
に
秀
吉
は
次
の
よ
う
に
敦
賀
郡
の
船
道
頭
で
あ

っ
た
塩
屋
新
五
郎
に
船
の
調
達
を
命
じ
て
い
る
。
「
船
相
揃
次
第
、
可

被
成
御
渡
海
候
之
条
、
高
麗
在
之
舟
共
儀
者
不
及
申
、
面
々
在
所
へ
も

申
遣
、
此
時
二
候
間
、
船
数
有
之
様
二
入
精
可
有
馳
走
候
、
於
名
護
屋

直
二
可
被
為
請
取
候
条
、
一
艘
も
多
候
程
可
為
手
柄
候
」
云
々
（
川
船

文
書
、
『
敦
賀
郡
古
文
書
』
ニ
―
―
頁
）

⑭
観
音
寺
文
書

⑮
南
部
晋
氏
所
蔵
文
書

墨
「
駒
井
日
記
」
（
『
改
訂
史
籍
集
匹
廿
五
冊
）

怠

観

音

寺

文

書

＠
『
日
本
経
済
大
典
』
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て
お
り
「
右
船
法
之
条
々

者
、
朝
鮮
国
為
退
治
、
渡
海
之
硼
、
海
陸
無
往
来
之
恙
事
為
甲
公
子
入
給

集
旧
記
、
就
中
無
詮
捨
曲
路
、
有
益
取
直
道
、
以
後
代
之
備
明
鏡
、
最

守
此
旨
、
宜
沙
汰
者
也
」
と
、
朝
鮮
出
兵
に
備
え
て
発
給
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑫
柴
田
実
「
芦
浦
観
音
寺
と
観
音
寺
文
書
」
（
滋
賀
県
古
文
書
等
緊
急

調
査
報
告
一
『
芦
浦
親
音
寺
文
書
』
所
収
）

⑬
奥
野
高
広
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
所
収
九
三
号

⑭

同

右

一

0
一
号

⑮
同
右
三
二
六
号

魯

⑱

観

音

寺

文

書

⑲
長
命
寺
文
書
（
『
東
浅
井
郡
志
』
四
巻
）

R
⑬
観
音
寺
文
書
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